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地上波テレビ　デジタル化スケジュール

Ｄ-ｐａ（社団法人地上デジタル放送推進協会ＨＰより）



地上波デジタル放送の特徴（日本方式）

• 高画質&高音質

• 多チャンネル

• データ放送

• 双方向サービスが可能

• 安定した移動受信

⇒ ＧＰＳ補正データ伝送



◆地上デジタルの伝送方式の特徴

　　①マルチキャリア方式　

　　　　　⇒マルチパス強い
　　②階層伝送 　　

　　　　　⇒ワンセグ受信
　　③誤り訂正　　　　　

　　　　　⇒内符号・外符号
　　④インターリーブ　　

　　　　　⇒バーストノイズに強い

安定した移動受信①



マルチキャリア方式

約1kHz間隔 約5600本の搬送波で構成

マルチパスに強い

搬送波の変調周期１ｍｓに　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　ガードインターバル126μs（35ｋｍ）

を付加



◆地上デジタルの伝送方式の特徴

　　①マルチキャリア方式　

　　　　　⇒マルチパス強い
　　②階層伝送 　　

　　　　　⇒ワンセグ受信
　　③誤り訂正　　　　　

　　　　　⇒内符号・外符号
　　④インターリーブ　　

　　　　　⇒バーストノイズに強い

安定した移動受信②



階 層 伝 送

固定
64QAM

固定
64QAM

携帯
QPSK

携帯受信が容易

⇒変調方式を選択



安定した移動受信③

◆地上デジタルの伝送方式の特徴

　　①マルチキャリア方式　

　　　　　⇒マルチパス強い
　　②階層伝送 　　

　　　　　⇒ワンセグ受信
　　③誤り訂正　　　　　

　　　　　⇒内符号・外符号
　　④インターリーブ　　

　　　　　⇒バーストノイズに強い



地上デジタルテレビジョン放送方式の比較



ＧＰＳ補正データの多重方法①

固定
64QAM

固定
64QAM

携帯
QPSK

総レート 16.85 Mbps
ハイビジョン映像 14 Mbps
音 声 　 0.5 Mbps
データ放送 1.7 Mbps
その他　 0.6 Mbps

総レート 416 kbps
映 像 224  kbps
音 声 48  kbps

データ放送 100  kbps
その他 25  kbps
ＰＣＲ 6.5 kbps

地上デジタル放送の帯域運用



ＧＰＳ補正データの多重方法②

◆「ワンセグ」サービスの現状

　　・映像　　　　

　　　　動きが激しい映像では破綻

　　　　⇒カーナビ・ノートＰＣ等では課題

　　・データ放送　

　　　　提示が遅い

　　　　⇒選局から提示までに約８秒

⇒伝送レートが逼迫

ワンセグの伝送レートを削減⇒サービス品質低下



ＧＰＳ補正データの多重方法③

固定
64QAM

固定
64QAM

携帯
QPSK

総レート 16.85 Mbps
ハイビジョン映像 14 Mbps
音 声 　 0.5 Mbps
データ放送 1.7 Mbps
その他　 0.6 Mbps

総レート 416 kbps
映 像 224  kbps
音 声 48  kbps

データ放送 100  kbps
その他 25  kbps
ＰＣＲ 6.5 kbps

地上デジタル放送の帯域運用

ＰＣＲ（同期信号）に空き領域が存在



ＰＣＲパケットの構造



ワンセグＰＣＲの空き領域とは

◆地デジ受信機には２タイプ
　　①１３seg受信機　

　　　　　　・送出信号をそのまま受信

② １ seg受信機　 （低レート⇒ 低い消費電力）

　　　　　　・送出信号を間引いて受信

⇒ワンセグＰＣＲは一定間隔で多重する特殊処理

⇒ＰＣＲ空き領域にＧＰＳデータを多重

⇒映像・音声等の多重が困難



⇒ＰＣＲジッタ多重位置のずれ



ＧＰＳ補正データの送出設備①

ワンセグ
帯域に　
　多重

ワンセグサービス

ＰＣＲに
　　挿入

ＤＧＰＳ実験



ＧＰＳ補正データの送出設備②

ワンセグサービス

ＰＣＲに
　　挿入

ＦＫＰ　実験



ＧＰＳ補正データの受信設備



ＧＰＳ実験 これまでの経過

2003.12  実験電波での予備試験

本放送電波で伝送確認

実用化・事業化を目指して

すきま多重（ＰＣＲ方式）採用

ワンセグサービスに影響ないことを確認



ＮｉＣＴ公開実験　2005.3.18

平成１６年度ＮｉＣＴ助成
（ｴﾙ･ｴｽ･ｱｲジャパン㈱申請：共同実験）

高齢者・障害者向け

通信・放送サービス充実研究開発助成

走行軌跡：●緑：補正有り、●赤：補正無し



海上利用実験

GPS受信海洋実験：2006.8.30-31
富山商船高専「若潮丸」

２００６年度
放送文化基金・技術研究助成決定



総務省委託実験　2006.1.27

FKPデータPCR伝送受信
による走行軌跡

高度なデータ放送に関する調査研究①
総務省：平成17年度公共アプリケーションパイロット事業

2006.1.27実施

ワンセグで数センチの誤差



電子基準点配置



今後の展開①

地上デジタル放送の動向

１．２０１１年までに地デジ全国網完成

　　通信とのエリアの違い（海上・山岳）

２．多様な移動受信端末が普及

　　携帯電話・カーナビ（ＴＶ）・音楽・ゲーム・ＰＣ

　　　　　



今後の展開②

地デジを利用した高精度ＧＰＳ

１．高精度ＧＰＳ実験をさらに推進

　　　実験局免許 ４年（2005.3～2009.3）

２．リアルタイム伝送路の規格化

　　　リアルタイムデータを伝送する規格がない。
　　　

　　　規格化のためにＧＰＳ以外の活用も提案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



リアルタイム伝送路の活用

◆平常時、高精度ＧＰＳ利用
◆緊急時に防災情報を切り替え活用

2005.7.29
情報通信審議会第２次中間答申より

（23～24頁）

Ⅲデータ放送の防災分野における利活用

災害情報の即時伝達という観点からは、

カルーセル生成による遅延を回避して

リアルタイムに緊急情報が伝達出来る

方法の検証が挙げられる。



揺れる１０秒前に、ワンセグで！

伝送方式 実測平均値

BMLカルーセル方式 約１３秒

PCRリアルタイム方式 　１．６秒

遅延無く、リアルタイムで伝送

災害検知

（地震・津波情報等）

従来のデータ放送より１０秒以上早い

高度なデータ放送に関する調査研究　総務省：平成17年度公共アプリケーションパイロット事業



ＧＰＳ補正データの送出設備③

ワンセグサービス

ＰＣＲに
　　挿入

緊急情報　
　送出端末

ＦＫＰ実験＋緊急情報
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高精度ＧＰＳ実験協議会
　2005.7.22設立

◆URL
　http://www2.knb.ne.jp/gps

◆実験局免許と
　1kw放送設備での

　フィールドテスト環境提供

北日本放送㈱
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